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要旨
　19世紀中頃のアメリカの文学状況を当時進行する音楽的環境の充実とあわせて考察した。これまで等
閑視されていたエマソンの音楽性に注目し、エマソンと音楽との接点をトランセンデンタリストの中のド
ワイトという音楽評論家の影響として指摘した。その上で、当時アメリカのおかれていた状況とあわせて、
エマソンの孤立と共存という感性と思考について論じた。
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１．序論
19世紀中頃のアメリカの文芸活動の特徴となるものにトランセンデンタリストたちの活動がある。ヘ
ンリー・ヘッジ（Henry Hedge）、ジョージ・リプレイ（George Ripley）、ジョージ・パットナム（George 
Putnum）、ラルフ・ウォルドー・エマソン（Ralph Waldo Emerson）らが集まり、ハーヴァードを中心に
巣くっていると彼らが感じていた、硬直した知的雰囲気を打開しようとトランセンデンタリスト・クラブ
と名付ける会をつくった。そしてリプレイ、エマソン、オレステス・ブラウンソン（Orestes Brownson）
らの家で会合を開き、様々な話題について論じ合った（Richardson 245）。トランセンデンタリスト・ク
ラブは、クラブと名付けられるところからわかるように、メンバーを募っての集まりであるところに特徴
があり、19世紀のオピニオン・リーダーとなるエマソンを中心に、当時のインテレクチュアルたちがつ
くりあげたソーシャル・ネットワークということも可能であろう。彼らの思想については、近年、フィリッ
プ・グーラ（Philip Gura）や先頃急逝したバーバラ・パッカー（Barbara Packer）らのトランセンデンタ
リズムに関する批評書によって、時代に与えた思想的のみならず社会的影響という点での見直しがすすん
でいる1。しかし、一方でトランセンデンタリスト達のもつ幅広い様々な文化活動に関しては、等閑視さ
れてきた部分がある。そこで本稿では、トランセンデンタリスト達の音楽との関わりについて考察をした
い。そもそもトランセンデンタリストたちの活動は、雑誌や本などの文字を通じてだけでなく、ライシー
アム運動にも象徴される講演など、音声を通して直接的に思想を伝えた要素が大きいのではないだろうか。
そして、音をめぐる環境としては、なにより19世紀には、オペラハウスをはじめ音楽ホールの建設が相
次ぎ、アメリカの音楽事情が飛躍的に豊かになる。そうした音をめぐる状況の変化をトランセンデンタリ
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ストのネットワークはどのように捉えたか、トランセンデンタリストの中心思想となる個の確立と音楽的
感性の交差する地平を探っていきたい。
2．アメリカン・ルネサンスと音楽性
F.O.マシーセン（F.O. Matthiessen）は、アメリカ文学の確立が19世紀中頃に成し遂げられたとして、
この時期をアメリカン・ルネサンスと名付け、その研究書の名として冠する2。マシーセンは、民主主義
的要素を重視して、エマソン、 ヘンリー・ディヴィッド・ソロー（Henry David Thoreau）、ナサニエル・
ホーソーン（Nathaniel Hawthorne）、ハーマン・メルヴィル（Herman Melville）、ウォルト・ホイットマ
ン（Walt Whitman）をとりあげ、その作品だけでなく、日記や書き込みなど丹念に研究し、彼らの文学
の特徴を炙り出した。この文人リストに女性が入っていないこと、人種的にも偏りがあることなどから、
『アメリカン・ルネサンス』がいわゆるキャノン批判とともに多文化主義批評の観点で批判されたことは、
記憶に新しい。しかし、19世紀中頃の文人たちの特徴を知るには格好の書であることには変わりない。
マシーセンはくわしく触れていないが、これらの文人たちのなかでも、ホイットマンは、音楽の影響を直
接的に語っている。オペラをはじめて聞いた衝撃をホイットマンは、後に、音と歌とコーラスが形作る世
界であり、「奔流のように」流れ込む新しい世界だと述べている。様々な要素が共鳴してメロディを作り
出すオペラの作風は、カタログ的に詩の世界を作り出すホイットマンに大きな影響をあたえたものと思わ
れる（Dizikes 8-9）3。ホイットマンは、「オペラがなかったら、私は『草の葉』を書くことはなかっただ
ろう」とさえ書き記していた。しかし、ここで注目したいのは、オペラというヨーロッパから移入された
もので、しかもハイ・ブラウな文化を、民衆詩人のホイットマンが抵抗無く享受できる環境を当時のアメ
リカが整えていたという事実である。
ホイットマンほど直接的ではないが、メルヴィルもニューヨークで生活するようになって後、何回かオ
ペラに行っている。短編集に収録された1853年発表の「コケコッコー」（“Cock-a-Doodle-Doo!”）という
作品は、当時のオペラ歌手ベネベンターノが実名で言及され、その声量にも匹敵する鳴き声を持つと語り
手が激賞する雄鶏をめぐる物語である。メルヴィルの音楽性については論を改めて述べるが、アメリカン・
ルネサンス期の文人たちは、かわりゆく音楽事情の影響を受け、その作品には、音楽にかかわるものが意
外に多く見いだせる。アメリカン・ルネサンスと呼ばれる文芸の充実期は、芸術一般のアメリカでの進展
との関わりも見逃せない時期である。
マシーセンがリストアップした文人たちは、それぞれがまとまってネットワークを形成していたわけで
はない。エマソンとソロー、ホーソーンとメルヴィルには個人的に強い影響関係があるが、全体として直
接的な強い影響関係があるわけではない。そこで、この時代の文化状況を直接的に話し合い、それを外の
社会へと還元するという役割を果たしていた、トランセンデンタリストたちに注目したい。では、この中
で音楽はどのような要素を持っていたのであろうか。トランセンデンタリストの中心人物であるエマソン
は、グループの中心人物として、そのネットワークをひろげた人物である。エマソンがそもそも注目され
たのは、講演活動にある。当時ライシーアムというコミュニティの教育運動が勃興し、一般市民の教育と
教化のため、さまざまな人物が講演活動を行うことになる。小野和人によれば、エマソンが居をさだめた
コンコードでもライシーアム活動は活発であり、エマソンはその中心人物として多くの講演を行っている。
コンコードのライシーアムの場合、会員となれば、大人１人につき 8 才から14才までの子供を二人帯同
してよいことになっており（小野　9）、聴衆の幅も多様であったことが想像できる。これらの幅広い聴
衆を相手にするためには、それなりの工夫をこらす必要があったであろう。また、エマソンはもともと牧
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師として職業生活をはじめており、説教を通して聴衆を前にして話す経験は豊富であったといえる。エ
マソンを当時の「セレブリティ」と位置づけその特徴を分析したボニー・カー・オニール（Bonnie Carr 
O’neill）によれば、エマソンは、パフォーマンス・テクニックにすぐれていたといえ、また、娘たちの証
言から演説や朗読に終生興味を抱いていたと言われる。
エマソンの文章はかなり抽象的であり、具体的な事件、事象などをすくいとることが難しいとされてい
る。近年ガダヴァが、そんなエマソンのテキストを歴史的に検証している。しかし、エマソンが当時評価
された要因には、講演者としての部分も大きい。エマソンをトランセンデンタリストの中心人物としてい
くものに、彼の書物の評価と理解があるのは当然のことだが、演説という音声面で人を引きつけるものが
あったことは想像にかたくない。講演会場で聴衆を前にするエマソンと音楽の関係はそれほど遠いもので
はないと思われる。実は、トランセンデンタリスのなかでも音楽と関係の深い人物がいたのである。
３．ジョン・サリバン・ドワイト（John Sulliban Dwight） ―トランセンデンタリストと音楽
トランセンデンタリストのなかには、音楽評論家として名を残すことになるジョン・サリバン・ドワイ
トがいた。しかし、彼ははじめから音楽にかかわることを職業としたわけではなかった。ジョージ・ウィ
リアム・クック（George William Cooke）の表した伝記によると、ドワイトは1813年ボストンに生まれ、
1832年にハーヴァード大学を卒業、神学部に進む。神学部を卒業したドワイトは、牧師となるべく教区
をめぐってエマソンと関わりをもつようになる。当時ハーヴァード大学の神学部は、ユニテリアニズムが
教義として教えられていたが、ドワイトにとっては、厳しすぎる教義に映ったようである。1837年、ド
ワイトはともかくも、エマソンも２年間牧師として勤めた教区への推薦状をもらい、イースト・レキシン
トン教区の牧師になる。エマソンらトランセンデンタリストとの関わりもハーヴァード神学部出身者とい
うつながりからでき、トランセンデンタリスト・クラブの創立の時からその仲間に加わっていた。その後、
トランセンデンタリストの機関誌として『ダイアル』4 が創刊されるが、ここにドワイトは、神学的なも
のよりむしろ文芸にかかわる様々な原稿を寄稿していくこととなる。
ドワイトは、学生時代から音楽に興味があったが、職業としては牧師になったものの、リプレイたちが
設立した実験農場ブルック・ファームに、教会をやめて参加することとなる。ブルック・ファームでは、
農場での作業に参加するだけでなく、そのなかで作られた学校の音楽の授業を担当した。この時の経験が、
おそらくはドワイトに音楽への道を後押しすることになったのであろう。ブルック・ファーム解散後、ド
ワイトは、様々な雑誌に音楽関係の記事を載せることになり、ついに音楽雑誌 Dwight’s Journal of Music
を刊行することになるのである。
エマソンの日記をみると、トランセンデンタリストの集まりなどを通して、ドワイトは、度々エマソン
宅を訪れていたことがわかる5。ドワイトの話題には、イタリアオペラが登場したが、ロッシーニ、ヴェ
ルディ、ドニゼッティの他にもシューベルトなどを論じていた（Dizikes 152-3）。また、イタリアオペラ
とドイツオペラとを比較し、「ドイツでは、歌が発達していくが、イタリアオペラでは、曲はメロディと
甘美さに満ちている。しかしメロディが甘美さに食われるようになると、虚栄的な感情が勝り、メロディ
は犠牲にされてしまう」（Dizikes 153 ）と述べている。トランセンデンタリスト達のなかにはヨーロッ
パ体験の豊富な者もおり、ドワイトの話題を汲み取る音楽の情報量はかなりのものがあったのではないだ
ろうか。エマソンたちは、おそらくそうしたコメントを聞きながらオペラの聞き方、音楽性の評価につい
て知識を深めていったと考えられる。ドワイトは、トランセンデンタリストの仲間では異色の才能といえ
るが、彼を通してエマソンたちは音楽の話題にも通暁したと考えられる。では、エマソン自身はどのよう
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な音楽観を持っていたのだろう。
4．エマソンと音楽
エマソンの詩に“Music”（「音楽」）と題されたものがあるが、以下のように始まっている。
 Let me go where’er I will,
 I hear a sky-born music still:
 It sounds from all things old,
 It sounds from all things young,
 From all that’s fair, from all that’s foul,
 Pearls out a cheerful song,6
エマソンは、日常と自然のなかに音楽を感じているが、そのなかには、古風なものから出る音もあり、
新しいものから出る音もある。また美しいものから出る音もあれば、汚いものから出る音もある、と対照
的なものから出てくる音を“sky-born”（天から生まれた）の音楽であるとしている。エマソンは自然のな
かの様々な音を聞き分け、オーケストラとなった集合を神の音楽としているのであり、個々の音を聞き分
けること、そして、それらが全体として総合される世界を想定している。エマソンの音楽的感性は、トラ
ンセンデンタリズムの思想とほぼ一致するものであるといえよう。
さらに、エマソン自身のオペラ体験を重ねあわせてみよう。1848年の日記には、ロンドンでオペラを
聞いた時の体験が以下のように記されている。“I heard Alboni sing last night in Cenerentola & the Times 
today calls it the best of her triumphs. I found only the noble bursts of voice beautiful & as in all other 
performers, painful; mere surgical or, rather, functional acts.”（JMN X 260）  エマソンには、「シンデレラ」
というロッシーニのイタリアオペラのコーラスの歌声が不協和音として聞こえ、楽しめなかったという感
想が残ったようである。エマソンが用いている“painful”（聞き苦しい）、“surgical”（大げさな）、“functional” 
（機械的な）という言葉から、プリマドンナの歌声の美しさより、コーラスの調和を重視し、それがない
と全体として台無しであるという感想が読み取れる。ここには、先ほどのドワイトのイタリアオペラの大
仰さの（「むやみに感情的に歌うとメロディの美しさをなくす」）指摘を思い起こさせるものがある。ドワ
イトの音楽に関する論評を聞くうちに、エマソン自身も音楽の素養が増していったと想像するのは、それ
ほど的はずれなことではなかろう。
1834年の詩“The Snow-Storm”（「吹雪」）は、目に見える風景を雪がどんどんかえていく情景を視覚的
に捉えたものである。しかし、この詩は、“Announced by all the trumpets of the sky, / Arrives the snow, 
and, driving o’er the fields”とはじまり、吹雪の来襲を空のトランペットの音と捉え、まず聴覚的な変化に
注目しており、次のように終わっている。
 And when his hours are numbered, and the world
 Is all his own, retiring, as he were not,
 Leaves, when the sun appears, astonished Art
 To mimic in slow structures, stone by stone,
 Built in an age, the mad wind’s night-work
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 The frolic architecture of the snow（442）
　
終わりから２行目の“the mad wind’s night-work”（狂ったように吹き荒れる風の夜なべ仕事）から、そ
の激しさが伝わってくるが、エマソンの耳には吹雪の音が、音程をなさない狂った音として響いているの
である。自然の様々な音を個別にききとりながら、調和をみいだそうとするエマソンの耳に激しく吹き荒
れる風の音は、狂気として認識されている。逆にいえば、エマソンの調和を好む性向が、先ほどのオペラ
の感想とも通底する基調になっていると思われる。こうした音楽的感性は、エマソンのトランセンデンタ
リズムおよび、それによって作り上げられたネットワークを考える上でも重要な手がかりを与えてくれる
のではないだろうか。
エマソンは、詩の分野でも大きな影響力を持った人物といえる。ホイットマン、ポーに対するエマソン
の批評は今でも言及されることが多い。それも照査すると、エマソンの音楽的感性が反映されているとい
える。エマソンは無名の詩人であったホイットマンの『草の葉』に対し、“I rubbed my eyes a little to see 
if this sunbeam were no illusion; but the solid sense of the book is a sober certainty” （563）と賛辞を送
るのに対し、ポーの詩に関しては“jingle man”のものと評したとされる。エマソンが視覚、聴覚をつかっ
た表現で、詩の批評をしているところに注目したい。演劇をみているような言葉で詩を評するエマソンの
芸術観は、詩や音楽、舞台など、豊かな表現をうみだす媒体の多様化があったことを印象づけている。ピュー
リタン的土壌から劇場など芸術的要素が少ないと思われる東部もアメリカ社会の発展に伴って、芸術環境
は大きく変化していたといえる。エマソンの思想の特徴を考える際に、彼を取り巻く芸術環境の変化に注
意をあてることも必要であろう。そこで、次にエマソンをとりまく音楽的状況の変化について考察してい
きたい。
５．音楽環境の変化とニューイングランド
ホイットマンやメルヴィルがニューヨークでオペラに接する機会が多かったことは、彼らの著作、日記
から推測できるが、エマソンやトランセンデンタリストが多く居住し、その文化の中心地であったボスト
ン周辺では、どのような音楽が楽しめたのであろうか。もちろん、教会を通して、賛美歌など教会音楽に
は親しんできた人々が多いが、オペラなどいわゆる商業音楽の発展は、ニューヨークに比べ、ボストンは
遅く、人々も音楽を娯楽として楽しんでいたわけではなかった。その理由を、ディジキスは、ボストンの
宗教的土壌と関連させて次のように述べている。オペラなどの発展が遅れた訳は、「言葉か音楽か。思考
か感情か。この対立は、ボストンの人々のオペラに対する考え方の基底を形作るものであり、単なるピュー
リタン的なオペラに対する無知だけではないものがある。言語という崇高性を持つ聖書のテキストを通し
て、書物であれ話であれ、神の言葉を研究する必要性があったことが一因であり、こうした要素は、ニュー
イングランドの文化の避け得ない事実であった」（Dizikes 149）としている。17世紀以来、ボストンは
ピューリタン文化の中心地であり劇場に対する反感も強かった。しかし、19世紀になると、こうした要
素からも解放され、より商業的な音楽を楽しめるようになる。音楽ホールもフィラデルフィアをはじめ、
ニューヨーク、ボストンにつくられ、海外のオペラだけでなく、アメリカ人の手になるパントマイム音楽
劇“Brazen Mask”も上記の音楽ホールで上演された（Kirk  61-62）7。
多様化する商業音楽の導入は、ニューヨークでさかんであり、数々のオペラハウスが建設されることに
なる。こうしてできたオペラハウスでは、ドイツ語、イタリア語など海外のオペラが上演されることにな
る。しかし、一方で、ヨーロッパ・オペラ移入の風潮には賛否両論があった。先述したドワイトと作曲家
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で音楽批評家のウイリアム・ヘンリー・フライ（William Henry Fry）の間では、アメリカの音楽をめぐ
る文化的状況をめぐって論争があった。ドワイトは、アメリカ性より音楽の質を問題にしたのに対し、フ
ライは、アメリカ人の手による音楽を重視した（Dizikes 154）。どこの音楽かという問題より、より上質
の音楽をアメリカにひろめることでアメリカの文化性を高めようとするドワイトと、外国文化の移入より
まずアメリカ人作曲家に機会を与えその育成をはかろうとするフライ。アメリカ性をめぐる二人の論争を、
Chmajは、「アメリカ音楽のエマソン」はどちらかという問題に還元されるとしている。
そもそもオペラという外国文化の導入にあたっては、19世紀中頃アメリカではハイカルチャーの民主
化という問題があり、外国文化に対する警戒感と自国文化の創成への希求とが衝突していたといえる。た
とえば、シェイクスピア劇上演をめぐって自国の俳優エドウィン・フォレストとイギリスの俳優ウィリア
ム・マクレディが同時に演じたことから、自国俳優を贔屓し、外国人俳優の上演を妨害しようと、マクレ
ディが上演予定のアスタ ・ープレイス・オペラ・ハウスでは暴動が起るという文化衝突的事件が起っていた。
（Levine 64-66）8。しかし、一方で、当時力をつけてくる財閥の力により、アメリカの民衆にハイカルチャー
を、しかも民主的な形でという活動も行われていた。ディジキスによれば、アスター（Astor）、 ベルモン
ト（Belmont） 、ヴァンダービルト（Vanderbilt）、モーガン（Morgan）、 グールド（Gould）らの財閥が、
アメリカの文化的洗練を求めて文化事業に進出することになる（Dizikes 216）。その象徴ともいえるもの
が、ニューヨークのメトロポリタンオペラハウスであり、座席数は3,625席という世界にも例をみない多
くの人々を収容できるホールが完成する（Kirk 161）。こうして多くの座席数を有するオペラハウスの建
設により、市民たちにも様々な音楽に接する機会が増えていった。次第に豊かになる音楽環境のなかで、
ドワイトは、音楽批評を通して、アメリカ人の感性を音楽教育によって高めていこうとしていたのである。
ドワイトは、1857年からDwight’s Journal of Musicを毎週土曜に発行し、オペラに関する知識、アメ
リカのオペラハウスの情報などを発信していく。一方でドイツ語の曲を英語に翻訳する仕事にも力をい
れ、アメリカに上質の音楽をひろめることに力を注いだ。1863年には、ボストンのミュージックホー
ルで、リンカーンの奴隷解放宣言記念コンサートを行った。この時の広報誌には、ドワイトの他 “H. W. 
Longfellow, Edward E. Hale, James G. Whitter, E.P. Whipple, F.H. Underwood”ら多くの知識人が名を連ね
ることになった。そして実際のコンサートの日には、エマソンに詩を朗読することを依頼したのである。
エマソンの詩について、ドワイトは、「自由と正義の賛美歌である。荒々しい力があり、音楽的で簡潔で
ある。そして彼の豊かな声は聴衆を魅了した」と記している（Cooke 192）。
エマソンらトランセンデンタリストは、自国文化育成の風潮の中、商業音楽の進展とも共振し、音楽的
環境が整うにつれ、ドワイトという仲間を介してアメリカの充実する音楽状況に触れていくことになった
のである。
６．結論
19世紀的セレブリティとしてエマソンを捉え直すオニールは、講演者としてのエマソンについての当
時の批評を検証している。オニールによれば、新しいアメリカ文化の動向の一環として、エマソンの講演
も肉体的重要性――パフォーマンスの重要性が増してきたとしている（O’Neill 754）。特に講演では、個々
の聴衆との交換を通し、個別のやりとりとの集積として、大衆に向けて思想の伝達を行っていたとしてい
る。講演に行くことは、日記をつける、本を借りるなどと同じように、当時の人々の文化的精神活動の一
つといえる。講演では、エマソンが話している姿を見聞きすることにより、エマソンという肉体を通して、
その道徳的人格（“moral character”）を感じ取っていたのである（O’Neill 756）。そんな様子をシンシナティ・
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ガゼット紙は次のように伝えている。
　　　　 エマソン氏は背が高く、６フィートはあろうか、痩せていて骨張った体格をしている。あまり
似合っていない黒のシンプルなスーツを着ている様は、ニューイングランドの田舎教師といっ
てもおかしくない。顔はほっそりしているが、しっかりとした顔立ちだ。言いたいことを強調
したい時は、自分自身の内面を見つめるかのように目を伏せるくせがある。その声は、氏の文
章のようで、スムースでも均等でもない。しかし、時としてとてもうっとりさせる調子になる。
聴衆を魅了するよう計算された発話をし、聴覚に訴えるものがある9。 
 
講演者としてエマソンは、個と多数をむすびつける自分の肉体、音声を通した影響というものに自覚的
であったといえよう。日常の様々な音を聞き分け、そこに調和を聞き出そうとするエマソンの音楽的感性
は、そうした場所でも発揮されたことは想像に難くない。
こうした講演者として身につけた感性は、一方でエマソンがトランセンデンタリストのネットワークを
作って行く時にも発揮されたと考えられる。島的（insular）と表現されるエマソンの自己意識は、トラ
ンセンデンタリストの仲間たちの個性を重視する姿勢につながった。その一方で、調和に美を見いだすエ
マソンは、トランセンデンタリストというグループでの会合を通じて、様々な話題に関して共通した認識
のできる地平を探っていたのではないだろうか。シンシナティ・ガゼット紙のエマソンの講演の様子から
彷彿としてくるエマソンの姿は、自分の声、内容が相手に伝わっているか自問自答しながら、話している
様子であり、そうすることで自分の個性を確かめ、聴衆と一体化しようとしている姿である。自分と聴衆
を個と個との結びつきと捉え、その関係が一体化することを目指していた。それと同じように、トランセ
ンデンタリズムの仲間たちとは、個性を重視し、その上で調和させる方向へとエマソンのネットワーク作
りは向かっていったのではないだろうか。様々な個性を受けいれるエマソンのネットワーク作りについて
は、ここでは詳述しないが、講演という伝達方法を通じてエマソンが聴覚的な感性を重視することになっ
たということも可能であろう。そして、その背景には豊かになった音楽環境から育成された音楽的感性が
あったことも忘れてはならないだろう。
エマソンの個と全体をむすびつける思考は音楽的感性によって培われ、当時のアメリカ固有の文化の
育成の面で大きな役割を果たしたといいかえることができるだろう。19世紀中頃、アメリカは、文化的
独立の必要性が課題となっており、ドワイトとフライの論争でも見たように、アメリカ文化の質の向上と
自国文化の育成は急務であった。政策的には後にモンロー・ドクトリンとして特徴づけられるヨーロッパ
に対しての孤立政策がとられ、アメリカは国内の情勢に専心する一方、マニフェスト・デスティニーを拡
大化し、南アメリカそして太平洋へとその進出の場をひろげていく。そうした求心性と拡散性の両面のバ
ランスをとりながら発展していった時期が、アメリカン・ルネサンス期の特徴であるといえる。エマソン
という知識人がそんななかで大きな役割を果たした理由は、拙論で述べた彼の一見メタフォリカルな表現
は、個と全体の孤立と共存という二律背反的思考を内包しており、実は時代と共振し時代をリードしてい
くものであったことを、彼の音楽的感性からも窺えるのではないだろうか。
本稿は、2012年エマソン・ホーソーン・ポー学会合同国際学会（於フィレンツェ）においての発表原
稿に加筆したものである。また、科学研究費・基盤研究（C）「19世紀アメリカ文学にみる『島』の表象—
孤立と共存の思想・文化研究」課題番号（23520318）による研究成果の一部である。
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注
1  Philip F. GuraとBarbara Packerがほぼ同時期にトランセンデンタリズムを再考する本を出版したことから、トランセンデンタリ
ズムの思想面だけでない社会的影響への関心の広がりが窺える。一方で、トランセンデンタリストの特徴について、ハドソン・
スクールなど絵画面での影響は多くの研究がなされたが、サウンドスケープといった音環境の研究はあったものの音楽自体の研
究は希少であったといえる。
2  F.O. Matthiessenは、American Renaissanceと名付けた理由を、序論で「わが国の19世紀中葉を『再生』と呼んだとしたら正確
を期すことにならないかもしれない。しかし、これらの作家自身はそう判断したのである。アメリカにかつて存在していた価値
観の再生としてではなく、アメリカ的なやりかたでのルネサンス創生として―それも国として最初の成熟に達し、芸術と文化全
般の拡がりのうちにそれを正当なる遺産と認めることによって」としている。翻訳は上智大学出版。『アメリカン・ルネサンス』
を参照。
3  John Dizikesはアメリカでオペラが輸入され成長して行く様を詳細に研究している。（8-9）。
4  『ダイアル』は、トランセンデンタリストの機関誌としてマーガレット・フラー、エマソンを編集長として発行されていたが、
読者は限られた者で、4年あまりで廃刊となった。ドワイトはこの雑誌に対し、好意的な感想を抱いていた。
5  エマソンの日記でドワイトが会合にきたことを記した1857年５月28日や1864年２月23日の日記からは、ドワイトがロングフェ
ロー、ローエル、アガシなどトランセンデンタリストの仲間と共にエマソン宅を訪れ、様々話題を論じあっている様が窺える。
6  詩の引用に関しては、以下の版を参考にした。以後ページ数のみを記す。Ralph Waldo Emerson, Emerson’s Prose and Poetry, 
ed. Joel Porto and Saundra Morris, New York: W. W.Norton & C.C., 2001.
7  KirkのAmerican Operaはタイトルからもわかるように、アメリカ自生のオペラがどのように発展してきたかを中心にその発展史
を述べている。  
8  Lawrence W. LevineのHighbrow Lowbrow : The Emergence of Cultural Hierarchy in Americaでは、19世紀的文学観を反映した
高尚な文化と大衆文化の対立の有様を中心に、演劇やショーなどにも焦点をあてアメリカ文化を分析している。63-64.
9  引用部分は拙訳。O’Neille 757. 引用部分は、Cincinatti Gazette , 28 January 1857； Yankee Eloquence in the Middle West: the 
Ohio Lyceum 1850-1870 （East Lansing: Michigan State College Press, 1951）からのものである。
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